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手綱毛糸の消費学的研究（第1報） ZZ
No．9:6.9
その他の試料：8前後
尚変動係数は羊毛で平均10％位であり,No.9,No.15はばらつきが大きく,No.4,
No.5は小さいように糸の太さとは無関係であるが試料によっては，多少の変動がある。
またナイロ混紡はやや均一であるが，アクリル・モヘヤ混紡糸は，ばらつきが大きいこ
とが知られる。
Ⅳ包 括
以上のことから繊度は毛糸の太さに比例して，太いものが多く用いられる傾向にあり，
極細のように細く仕上げるものは細番手の均一な羊毛が使用されている。
毛糸に混紡されているナイロン，アクリル等合成繊維は羊毛に比べ，繊度は太いが繊維
長と共に可成り均一なことがわかったo
撚りは上より，下より共に細いものほど撚り回数が多くなり，多少のばらつきはある
が，ほぼ近似の撚係数になっているがこの撚係数の大小は．毛糸の風合，強力，伸度，な
どに可成り影響していることが判明した｡
(No.8のように特に撚りの強い試料,No.21のように上より，下よりの差のあるもの
等）羊毛の繊維長においては，毛糸の太さによる変化はゑられないが可成り長いものから
短いものが混毛されている｡
また混紡用合成繊維は羊毛の平均繊度よりは太目であるが，平均繊維長に近い均一な原
料が使用されている。
捲縮率はいづれの試料もほぼ平均に近いが二三高いものもゑられ，殊にモヘヤ・アクリ
ル混紡糸が低いのはモヘヤが太く，クリンプのないためである、
強度は太いものほど強いがナイロンの混紡率は強度に対し極めて大きく影響してくるこ
とが明らかであり，伸度は試料別による変化はあまりみられないが，アクリル・モヘヤ混
紡のものが他のものにくらべ可成り低い値を示している、これは単繊維自体と撚係数によ
る縄絡性の低いことが大きく影響していることがわかる｡
またNo.9のように強度が高いものが他のものより低いのも同様，撚係数が比較的低い
ためと考えられる。
今後はこのような基本的性状をもつ毛糸による製品について，外見，厚さ，圧縮弾性，
保温率，ハンドリング値，度目，等について物理的研究を進めて行きその埜本的性状が製
品に及ぼす影響を究明して行きたいと考えている。
